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オi衛猾究会のは動を承関するものである。

会長挨拶 2012年度のスターHこあたり         さて,加飾技術研究会では今年度の活動計画として以下の内容

(会長 秋元英郎口秋元技術士事務所)を実施したく,鶏絡 で提案するつもりです.

東日本大震災から1年が経ち、部分的には復旧が進んでいるとレプラスチック成形加工学会の年次大会に協乱 ます .

ころもありますが,まだまだ手つかずの部分も多く残されており, 本大会には特別セッション助口飾技術」が設けられます。

日本全体が「本気」で頑張る必要性を感じています .

日本の産業の空洞イЫこれ ても,具体的な対策が求められます.>会員の勉強会としてのクローズドな「研究会」を2回開催します .

ものづくりの現場の海外逃避にも歯止めをかけなければいけませ  8月 28日 と11月 20日 を予定しています。研究会では,外部講

ん.そのような中で,アニメのようなサブカルチャー分野では日本 師による基調講演と新製品・技術紹介を行います .

の強さが目立っています .

加飾技術の流れを見ると,オンデマンド加飾や「わたしだけ」加 >昨年度と同様に,日 刊工業新聞社との共同開催による加飾技術

飾の様な,大量生産とは違った個性を活かした技術が注目されて に関連したセミナを開催します。

います。                        会員の皆様が積極的に参カロされることを強く希望ンヽたします。

IPF2011で見た加飾技術

(秋元技術士事務所 秋元英郎)

2011年10月 25日 ～29日 に,国際プラスチックフェアが,幕張

メッセで開催されました.IPFは 3年毎に開催される国際展示会

で,プラスチックに関連するあらゆる情報や製品が展示されます。

今回で7回日ですが,歴史ある展示会の一つです.5日 間で420

00人の参加者がありました,最新のプラスチック関連技術開 を

入手できる貴重な機会で,本会のIPF2011に弊会の秋元会長

力鯵勒日されました。概要のご報告を頂きます (代表理事。平野)

トフィルムカ隙前野係

帝国インキ製造は,真空成形可能なWインキ,自 己修復`陛クリ

アインキを展示していた。ミノグループは従来超副王の圧空成形

機を販売していたが,今回比較的fF■で成形可能な圧空成形機

を展示していた。また,フィルムインサート成形のサンプルも多く

展示されていた(図 1)。

図1ミノグループブースの展示内容
左 :比較的低圧で成形できる圧劉曳形機

右上:圧空成形によるメーターパネル,右下:金属調フィルムを

インサートした成形品

し′ヾッドF口昴」

村田金箔はUV硬化型のパッド印刷機の展示実演を行つてい

た。パッド印刷がUV化されると乾燥時間が圧倒的に短縮される

効果がある.

霜 転写

ナビタスは転写箔の送り出L411と巻き取り側のテンションをコント

ロールして曲面への転写を実演していた (図 2).また,デジタル



データから熱転写法で転写箔を作製し,オンデマンドで加飾す

る技術を実演していた(転写箔を転写でつくる)。 二次元深絞り熱

転写技術は第3世代まで進化したとのことで,乾燥やトップコート

が不要なため,水圧転写からのシフトが期待される.

図2ナビタスの曲面転写によるサンプル

村田金箔はシリコーンゴムのパッドにヒーターを埋め込むことで

3次元曲面への箔転写を実演していた。また,側面の継日が目立

たない転写も実演していた(図 3).

図3村田金箔のブースで実演していたホットスタンプによる
加飾サンプル

左 :周囲に継目無く転写する,右 :二次元曲面に転写する

レオンデマンド加飾

東芝機械エンジニアリングはタクボエンジニアリングの協力を得

て,成形後にインクジェットで塗装する技術を実演していた(図

4).

目

東芝機械ェンジニアリングのブースに展示してあつた

インクジェット塗装によるサンプル

>デジタルシボ

ウィッツエルのブースでは樫山金属工業のデジタルシボ技術

(金型内面に直接切削して意匠加工を施す技術)とE一Moldの組

み合わせによる成形サンプルを展示していた(図 5).同様に3D

ウェルドレスアライアンスのブースでも牧野フライスのSTLCAM

で直接加工して,ヒート&クール技術で成形したサンプルが展示

されていた。

図5ウィッツエルのブースに展示されていたデジタルシボ+
肝Moldのサンプル

ツタリック材

3Dウェルドレスアライアンスの富士精工はメタリック材に特有の

フレーク酉己向によるウェルドラインを消す技術を開発し,ブースに

サンプル展示するとともに(図 6),出展者セミナーで報告してい

た。電磁誘導で金型温度を加熱筒と同等レベルまで昇温するとこ

ろがミソである。
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富士精上によるウェルドレスメタリック成形品(左)と対照品(右 )

>金型タトスパッタ

ニクニ,東芝機械エンジエアリング,日 本製鋼所は成形機の横

にスパッタ装置を置き,その場でスパッタ加工を施す実演をして

いた(図 7).

図7成形機構でスパッタを行った直後のサンプル
左上:ニクニ,右上:日本製鋼ll斤,ド :東芝機械エンジニアリング

図4
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感想                           ォンデマン助瞼市の提案が増えている。

いえインキの活用が広がっている。             今回のIPFでは数社のコラボレーションという形が多く見られ,カロ

三次元加飾の技術が高まり,水圧転写の代替が進み始めてい 飾の位置づけも高まっている。

る。

平成23年度加飾技術研究会活動報告

カロ飾技術研究会は平成20年10月から活動開始しましたので,

平成23年度で4年 目となりました.本年度から秋元会長のもと活

動を活発化と思ったところで大震災と経済の停滞となってしまい

ました。しかしながら,同日飾』ということはいろいろな企業で注目

頂いているように思います。各方面から,いろいろなご要望を頂

いております .

会として組織的に対応するにはまだまだリソース不足にありま

平成24年度総会のご案内と予定

平成24年度総会は,定款の規定により年度終了後2ヶ月以内に開催

することとなっております。本年度は,以下のように開催させて頂きま

す.

レ第4回定時総会のご案内

第4回定時総会を以下の日程で開催します。研究会は会員の

皆様にもご参加いただけます。ぜひご参加ください.

期日 2012年5月 22日 (火曜日),18日わo分～18時30分

場所 新橋事務所(地図参照)総会後,同櫛 技術の現状と将

刻 についてセミナを開催させて頂きます。

加飾技術研究会第5回例会 :テーマ『加飾技術研究会24年度

の活動と加飾技術の将刺

18時30分～19日寺15分 :高付加価値加飾の現状 (会長 秋元氏)

プラスチック成形加工学会の年次大会を協賛

会長 秋元英郎(秋元技術士事務所)

加飾技術研究会は6月 12,13日に東京船堀で開催されるプラス

チック成形加工学会年次大会に協賛します.プラスチック成形加

工学会では領域の拡大を目的に医療,加飾を拡大対象としてい

ます。

今回の年次大会では特別セッション助瞼市技術」が設置され,私 ,

秋元英郎がセッションオーガナイザーリーダーとしてセッションの

企画を行いました。なお,加飾技術研究会のメンバーは協賛会

員として参加できます。(非会員より安く参加できます)その中で

魅力ある基調講演を5本揃えました。紹介します。

卜「魅力的な製品品格の為の技術展開とLG電子の取り組み」

す。皆様,ぜひご支援のほどお眼 いヽたします .

以下に主な活動内容をまとめます。

>平成23年5月  第3回総会開催,セミナ開催
>平成23年7月  セミナ講師酬 為産業技術センタ)
卜平成2y邸月  「プラスック加飾技術」開催
>平成23年 11月 25日 第2回研究会

>平成24年2月 20日 「素材に価値を !」 日刊工業新聞社共催

セミナ開催.秋元会長,橋本理事,阿部理事にて講演をイわ た

19時15分～20日拍o分 :中国の加飾技術と市場状況/討論会

>加飾セミナ

加飾に関するセミナを開催します。

1)春期セミナ 日刊工業新聞社共催加飾セミナ 「素材に価値
を !」

日程(予O:2012年5月 29日 /会場:大阪。日刊工業新聞社

2)秋季セミナ 企業見学会(予定)

2012年秋季研究会として,プラスチック成形事業を行っている

企業を訪問します。

>冬季研究会(予定)

2013年冬季研究会として日刊工業新聞社共催セミナを予定し

ております

LG電子 クリス ミン

ト「自動車における加飾技術の動向」

国産自動車 久保 隆三

>「3次元表面加飾技術の開発と展開」

布施真空 三浦高行

卜「銀鏡塗装の技術と応用」

表面化工研究所 橋本 智

>「成形用金型へのシボ加工技術」

棚澤人光社 曽我部 三志

詳しレν情報は http:〃Ⅷ町.jspp.Or.わ/kikaku/annua1/をご覧く

ださい。このように,世の中が加飾技術に注目し始めている中で,

加飾技術研究会は一歩先を見て行きたいと考えます。



上海/中国にて加飾セミナ請演のご案内
平野輝美代表理勤 ,ヾ来る6月 25日 -26日 に_コ毎にて開イ拠 れます加飾関連技術。製品展

示会にて講演します.25日 の9時～10時です .

>創造的装飾技術フォーラム2012
>日 日寺:2012年 6月 25日 -26日
>場,つ斤:Hovard」ohnSOn Caida Plaza Shanghai,No.188 WhJdong Rd,Shanghai P.RoChina

Phone 86 21 5557 9999  Fソ EK 86 21 5557 9998

詳細は,Ⅷ側.chinalmould.comを参照ください (担当,」oan Slln)。 また,展示期間中,

ブース(2m× lm)を準備しております。ここに展示ご希望の方は,ぜひご旅 ださい .
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著書紹介

『構造化テクニカルライティングのすゝ

め』技術士に限らず,技術者の多く

にとつて,報告書を作成することは日

常的な業務でしょう.

そして,わかりやすく,読みやすく,

適切な報告書を作成するための,テ

クニカルライティングをまとめました。

特に,構造化とパラグラフを活用する

著,有限会社納
|

諾相研究所出版

プロジェクト,21
00円 (税込み】

2012表面装t市創新技木稔転
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加飾技術研究会事務所紹介 :新聞こあります平:耽聯仕事

務所内にて活動させて頂いております.ご入会申し込み,質問,その

他何でも,メールにてお問い合わせください.ullna■  info@ce
hiano.comです。地図を載せます。右端の駅い新橋です.上が東
京方向です.近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください (訪問

前には電話をご一報ください.0903694-7864です).
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発Fi詐「月 2012年 4月 1日

,こ4子孝争力日飾櫛輌協会 ft'こ理里ヨ巨用四隣美
809い3694-7864 mma■  士fo@ceTh士 ano.com
年4晰 4‐Tり 定湘250円

加飾技術研究会 実用新案のご案内
>「銀鏡塗装形成品:実願2010-4183号」
本実用新案は,銀鏡塗装の是 な特徴の一つである“部分光透過

釧 更'を汎用的な成型品に形成した資材に関するものです。

簡単にご説明すれば,ハーフミラー塗装膜を形成した成型品一般

に関する権利になります。ハーフミラー塗装を実施されている企業

の方々,ぜひ,榔 新案をご活用ください.
>「銀鏡塗装形成品:実願201(卜未確認号」

本実用新案は,銀鏡塗装の大きな特徴の一つである常6分光透過

塗襲蘭'を活用して,自発光資材の表面装飾として活用する鮒 に関

するものです。例えば,ハーフミラー塗装膜の下地層として,畜光層

を形成しておくことで,外部からのエネルギー供給無しに発光しま

す。熱 制甲のプレミアム製品など,インジケータ,アイキャッチ性に優

れる看板,案内板,例えば警告板など,自社製品の高機能化にぜ

ひ,本実用新案をご活用ください.
>側羽方法

本実用新案は,加飾技術研究会にてライセンス先を選定する権利

を有しております。当然ながら,本会会員企業や,会員の方には優

先してご活用いただくことができます。ぜひ,本会会員としてご活用

ください。

カロ飾技術研究会
事務局 :平野輝美

連絡先 :平野技術士事務所

8/FAX 03-3504-2600
所 在 地 :105-OCX13東 京都港区西新橋二丁目8番 1号

ワカサビル 倉1造工学研究所内
平野技術士事務所 代表 平野輝美

おくづけ
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